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全国科学館連携協議会の協力で、日本科学未来館の

巨大物理かるたが巡回展示されています。 

かるたの絵は物理をモチーフにしたものであり、普

通の大きさのカルタも自由に使えるようになっていま

すので、楽しそうにかるたをされていました。 

毎年恒例の四ヵ浦先生

の教室です。周期表の

元素の性質の説明を聞

きながら、約 20 種類

の実物が貼られた周期

表を作成しました。いろいろな元素の実験があり、みなさ

ん、楽しく学ぶことができたようです。 

南極昭和基地と５つの科学館をつないでライブトークが

行われました。 

本館でも 55名の方が参加され、観測隊員の話を興味深そう

に聞いていました。トークには、越冬隊の隊長さんも参加さ

れ、皆さんからは、いくつもの質問がありました。 

エントランスでは、トークに合わせて、南極の氷の展示もありました。南極の氷は、南極地域

観測隊が氷山から持ち帰ってきたもので、約 1～2 万年前に降った雪が押し固まってできたもの

で、当時の空気がそのまま閉じ込められているため白く濁って見えるそうです。 

４/１2（日）四ヶ浦先生による体験教室 

「元素の実物付き周期表を作ろう」 

４／４(土)～５／２４(日) 
「巨大物理かるた」の巡回展示 

４/１8（土）「南極昭和基地ライブトー

ク」 


